












要約: 

母子保健事業の大きな課題である発達遅滞児の早期発見とその児への療育指導をどう充実

させるかについてはいろいろな試みがなされている。学習障害という立場からみたとき、

健診後の療育システムはつよく充実が求められている点であるが、現場ではいわゆる見落

としがあり、地域にかならずしも評価されていない面がある。なぜか。今回は 2つの地域

を取り上げ、この見落しの差の背景に何が考えられるかを検討した。結果は、この差に与

えている因子として保健所で行われている事後健診の「発達クリニック」の量的差と関連

する保育施設の質的差が考えられた。発達クリニックは、その地域の子どもの数、生活条

件、リスク児頻度をなどを考慮して計画されるべきであり、一方、保育施設へもこの問題

への関心を高めさせる努力が必要であろう。 


